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読書体験を共有する活動に着目した
ワークショップ・プログラムの実践＊

1 .はじめに

本稿では，水戸芸術館現代美術ギャラリー内で実施し

たワークショップ・プログラムについて報告する。本プ

ログラムは，水戸芸術館現代美術センターが期間限定で

常盤大学石田喜美＊＊

るにあたっては，両親よりも，司書や教員，キュレーター

などの「赤の他人」が良いとし、うのである（同上， p.76）。

このような意味で，美術館の教育プログラムの一環とし

て，読書活動を支援するためのプログラムを実践するこ

とには意義がある。「高校生ウィークjの会場には，キュ

ギャラリー内に開設するカフェ・スペースで行われた。 レーターやアーテイスト，ポランティアとして関わって

本期間は「高校生ウィークjと呼ばれ，高校生のギャラ いる大人や近隣の学校に勤める教員，他校の学生・生徒

リー無料招待月間でもある。期間中には多くの高校生がー など様々な人々が訪れる。このような場を，高校生のた

来場し，他の来場者とのコミュニケーションを楽しむ。

高校生などのティーンエイジャーを対象にした読書支

援のありかたについては，従来からその難しさが指摘さ

れてきた。例えば赤木（2014）は次のように述べている。

中学生，高校生になると一人一人の成長や感じ方が

バラバラになります。小学校のときは“みんな一緒

に”大きくなれたのに，中学に入ったころから体の

大きさも成長の早さも成長のパターンも違う H ・H ・な

ので，ティーンエイジャーの読書と大人のかかわり

についてはかなり難しくなります。（赤木， 2014,p. 

69) 

多様な興味・関心を持つ高校生に対し，読書活動を支

援しようとする場合，どのような関わり方が可能なのか。

これは非常に困難な問題である。前述の赤木は，支援の

ありかたを考えるためのひとつのポイントとして，「赤の

他人Jによる支援を挙げる。中高生に対して本をすすめ
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めの読書活動支援のための環境として積極的に活用する

ことが本実践のねらいである。

今回実施したのは以下のワークショップ・プログラム

である（表1)。「①正直本棚」は，世界中で行われてい

る「ブッククロッシング（BookCrossing）」などの試み

（例えば，ブッククロッシング・ジャパン， 2007）を参

考に，小泉英理（水戸芸術館現代美術センター）が中心

となって考案したプログラムである（付記参照）。また，

「②本をえらぷワークショップJは，ブックピックオー

ケストラカ勾II口メディアセブンで開催した「図書館を愉

しむ選書Jのワークショップ（ブックピックオーケスト

ラ， 2012a,2012b）を参考に，筆者を中心に考案したプ

ログラムである（付記参照）。「③ビプリオバトル」は，

ビプリオバトルの「公式ルール」（ビブリオバトル普及委

員会， 2013'pp.6-7）に則って行われた本の紹介ゲーム

であり，対象者やその集め方，および会場についてのみ，

筆者（第1回および第3回）および児島千鶴（常磐大学

人間科学部・学生）が考案した。すべてのプログラムに

ついて実際の運営は，小泉，児島および筆者の3名で行っ

た（3.1, 4.1参照〉。

これらはいずれも「読書体験をシェアして他者とつな
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表 1：実施したワークショップ・プログラム

プログラム名 内容

カフェ・スペース内に本の交換ができる本棚を設置。来場者に「誰かにあげたい本」

を持ってきてもらい，その本を本棚にある本と交換して持ち帰ってもらうプログラ

①正直本棚 ム。

本の交換にあたっては，「あげる本Jと「もらう本Jを記入するとともに「あげる本」
の「おすすめポイントJを記入する。
本を選ぶことの楽しさを体験することを目的としたワークショップ。最初にくじで

②本をえらぷワークショップ 「お題Jを決定し，決められた「お趨Jに沿って5冊以上の本を選ぶ。選んだ本は
カフェ・スペース内の本棚に「お題Jとコメントを記したカードとともに展示。
ビプリオバトルの公式ルールにしたがって，本の紹介ゲームを実施。第1回はポラ

③ビプリオバトル ンティア・スタッフ，第2回は60歳以上の高齢者，第3回は一般来場者を主な対象

として参加者を募集した。

がる場所」（桜井， 2012,p.4）をつくる試みである。

近年，このようなモノとしての本に着目した試みに注

目が当たりつつある。「電子書籍元年Jとも呼ばれた2010

年以降，電子書籍をはじめとしたインターネット上での

読み物がますます多く提供されるようになる一方，誰も

が「一人一箱」分だけ本を売ることができる「一箱古本

市J（南陀楼， 2009）や，本の紹介を行うコミュニケーショ

ン・ゲーム「ピブリオバトルJ（谷口， 2013）をはじめ，

読書会や朗読会，ブックカフェなど，各地でさまざまな

試みが行われている～ TwitterやFacebookなどのソー

シャルメディアによって，他者の体験の共有を気軽に行

うことができるようになった現在，これまで個人の経験

でしかなかった読書体験を気軽に他者と共有することが

可能となった。モノとしての本を通じて他者と交流しよ

うとするこれら一連の試みも，このような流れの中でよ

り一層注目されることが予想される。

若者を対象とした読書教育や読書支援活動において

も，本を通じて人と出会う場／人を通じて本と出会う場

の重要性が着目されている。秋田（2005a）は， OECD生

徒の学習到達度調査（PISA）の2000年調査結果に基づき，

「一人で孤独に自力で本を読み通すことには困難を覚え

る生徒が多い一方で，本にまつわる場所や本についての

出来事を分かち合うことを嫌っているわけでは必ずしも

ないことがわかりますJ（秋田， 2005a,p.4）と考察して

いる。ここで秋田が根拠としているのは，読書行動に関

する調査結果である。 2009年調査結果においても「どう

しても読まなければならない時しか，本は読まないJと

回答した生徒数がOECD平均を上回る一方，f本の内容に

ついて人と話すのが好きだj「本をプレゼントされるとう

れしいJ「本屋や図書館に行くのは楽しいJと回答した生

徒数もOECD平均を上回っており，本にまつわる場や本

を介したコミュニケーションに関心を持つ生徒は少なく

ないことがわかる（国立教育政策研究所， 2010,pp. 

100-103）。

本実践では，高校生を中心とした若者を対象に，この

ような「読書体験をシェアして他者とつながる場所Jを

デザインすることで，すでに本や読書を楽しむ他の若者

や大人たちと出会うきっかけを創出する。これによって

著者たちに，現代的な読書コミュニティー一読書体験を

他者と共有することでつながりあおうとする人々が参加

する実践コミュニティ 2--....r,,,.の参加を促すことが目的

である。

2.「本を選ぶ」活動を重視したワークショップ・

プログラム

本実践における 3つのプログラムの設計にあたって

は，チェインパーズ（2003）の「読書の輪」一一「本を選

ぶJ，「読むJ，「もう一度，読みたいなJ（向上， p.12）ーーを
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参考にした。チェインパーズは「たとえば，この『読書

の輪』を見ればすべてが『本を選ぶ』ことから始まる，

『読む』前にまず読む本を選ぶことが何より大事，とい

うことを再認識することができますJ（向上）と述べてい

る。「本を選ぶJことは，出版点数が爆発的に多いとされ

る現代社会においても重要な活動のひとつである。「読書

の輪」は子どもたちの読書を「手助けする大人jを想定

しており，「本を選ぶJで中心となる話題も，「手助けす

る大人Jがいかに子どもたちに読ませる本を選ぶかとい

うものに限られる（同上， pp.105-123）。しかしながら，

高校生を中心とした若者たちへの読書支援を考える場

合，これとは異なる「本を選ぶj活動を構想する必要が

あると考えられる。

本実践では，「手助けする大人Jが高校生に向けて直接

「本を選ぶJことを支援するのではなく，読書体験の共

有を楽しむ大人たちの「本を選ぶ」活動に参加すること

で，高校生が「本を選ぶ」という実践コミュニティの中

に参加していくような， 3つのワークショップ・プログ

ラムを設計した。

「正直本棚」（表1①）は本の交換という活動を介して

「本を選ぶJ「本を読む」「もう一度，読みたいなJとい

う3つの活動をゆるやかにつなげていくことを意図した

プログラムである。これに対し，「本をえらぷワーク

ショップ」（表1②）では，「本を選ぶJ活動そのものに

焦点を当てながら，参加者が選んだ本について紹介しあ

う時間を設けたり，選んだ本についてのコメントをカー

ドにして「推薦図書館J3に展示したりすることで他の参

加者および来場者自身の「読む」活動へとつなげていく

ことを試みた。また， fビプリオバトルJ（表1③）では，

自分が読み終えた本の中から「おすすめの本Jを参加者

全員に紹介してもらうことで，「もう一度，読みたいな」

という思いを「本を選ぶ」活動へとつながるきっかけを

提供することとした。つまり，「本をえらぶワークショッ

プ」は「本を選ぶ」から「読むjへ，「ビプリオバトル」

は「もう一度，読みたいな」から「本を選ぷ」へと「読

書の輪jのサイクルを後押しすることを意図している。

これら 3つのプログラムのうち，本稿では「正直本棚J

（表l①）と「本をえらぶワークショップ」（表1②）に

ついての実践を報告する九なお，「正直本棚」は会場の一

角にある，設置型のワークショップであったため，その

参加者は水戸芸術館のスタッフ，ボランティア・スタッ

フの高校生・大学生から，ギャラリーの来場者まで幅広

い。これに対し，「本をえらぷワークショップJは，ボラ

ンティア・スタッフとして参加していた高校生5名のみ

を対象としている。参加者5名のうち2名は近隣のA高

校に通う友人同士であり，別の2名も水戸市内にあるB

高校に通う友人同士であった。残りの1名も同様に水戸

市内の高校に通う高校生であったが，彼女のみ単独で参

加を行った。

なお，「本をえらぷワークショップ」に参加した高校生

5名のうち2名については，「正直本棚」への参加（本の

交換）も行っている。

3 .観書体験をシェアする実践コミュニティへの

参加 ①：「正直本棚」の事例から

3 .1.「正直本棚jの概要

「正直本棚」の概要は下記のとおりである。

(1）期間： 2013年3月10日（日）から 4月7日（日）

(2）時間：平日15: 00-18 : 00，土日祝日13:00-18: 00 

(3）会場：水戸芸術館現代美術ギャラリー内ワーク

ショップ室（仮設喫茶「基礎工事j会場内）

(4）対象：制限なし

(5）参加方法：①誰かにあげたい本を 1冊持ってくる。

②正直カード（図1）に記入する。

③あげたい本に帯をつける。

④ほしい本を I冊持ち帰る。

(6）企画運営：小泉英理（水戸芸術館現代美術セン

ター），児島千鶴（常盤大学人間科学部），

石田喜美（常盤大学）

なお，本プログラムを実施するにあたって，企画運営
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者3名（筆者を含む）がそれぞれ本を持ち寄り， 10冊程

度の本を「正直本棚」のワークショップ・ブース（図2)

に設置することとした。

日付

不明

3/17 

3/14 

3/22 

4/5 

正直カード
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r-~ヨ亨ーい
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引事1ユtT，$・どう0$勺干
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図2：「正直本欄」ブース

3.2.「正直カードJに見る参加者の交流

図1：『正直カードJ

「正直本棚」のプログラムに参加する際に参加者が記す

「正直カード」から，下記のような参加者同士のやりと

りを見ることができた。以下．表2・表3は，今回記載

された「正直カードJのうち，カード上でのやりとりが

続いたものの一部である。

表2：「正直カード」でのやりとり①

参加者 あげる本 もらう本 おすすめポイント 備考

A 今村陽子『sunnyj ほんわりと暖かい本です。
（高校生） （少年画報社）

B 森山大道『昼の学 今村陽子『sunny.I 森山大道さん（写真家）の ※欄外コメント
（社会人） 校夜の学校』（平 （少年画報社） 問答集。写真を志す者たち 写真勉強したいで

凡社） 必読！まだ読んだことのな す！いただきます
い方にぜひもらっていただ mUmC  
きたい！

c 近藤麻理恵『人生 森山大道『畳の学校 建築の展示を見たあとは， ※欄外コメント
（大学生） がときめく片づけ 夜の学校』（平凡社） 部屋を片付けたくなる人が もらいました

の魔法Hサンマー 多い！はず！ぜんぜん人生
ク出版） ときめかせてください！

今の自分の部屋の状況は…
秘密です （・一・，）…．！！
正直！！！

D 幸の実園『詩画集 近藤麻理恵『人生がと 希望の国の映画を見まし
(CACギャラ あなたのお母さん きめく片づけの魔法』 た。その時に幸の実図のこ

でよかった』 （サンマーク出版） とを知りました。愛の本で
トーカ－5) （愛信会） す。

E みうらじゅん『い 幸の実園『あなたのお とにかくくだらない。
（水戸芸術館 やげ物.I（筑摩書 母さんでよかった』（愛 そしてノスタ／レジック！！
スタッフ） 房） 信会）
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表3：「正直カードJでのやりとり②

日付 参加者 あげる本 もらう本 おすすめポイント 備考

初期 F 宇野ジニア，畠中 ※カードなし
（大学生） 恵『アイスクリン

強し』（講談社）

G なだいなだ『心の 宇野ジニア， 畠中恵 精神科医のなだいなださん
（社会人） 底をのぞいたらj 『アイスクリン強し』 が高校生など若い人に向け

（筑摩書房） （講談社）． てかいた，心理学の本。心
理学にちょっと興味のある
方に読んでもらいたいで
す。

3/28 H 橋本治『桃尻語訳 なだいなだ『心の底を 小学生のときに1ページだ
（高校生） 枕草子上』（河出 のぞいたら』（筑摩書 け読んで閉じられた本で

書房新社） 房）

表2・表3から，「正直本棚Jにおいて，学生・生徒が

異なる立場・年齢の人々と本の交換を行っていることが

わかる。 DとEはいずれも社会人であり，かつ，水戸芸

術館に関わりの深い立場であるという意味で類似してい

る。しかしその他のやりとりはすべて，学生・生徒と社

会人（水戸芸術館のスタッフおよびボランティアを含む）

との聞で生じている。

表2・表3以外でも本の交換のやりとりは生じている

が成立した交換回数34のうち，学生・生徒（中学生～大

学生）と社会人の聞で生じた交換回数は14であった。こ

の数値は社会人同士で生じた交換回数17には及ばないも

のの，学生・生徒同士の聞で生じた交換回数3を大きく

上回る。また，連続交換回数が多くなるにつれ，学生ー社

会人の間での交換の占める割合が多くなっている（表

す。下を買う勇気がある方
はどうぞもらっていってく
ださい。下しか持っていな
い方は，これは運命です。
持ち帰るしかないでしょ
う。

4）。

次に，学生・生徒による「おすすめポイントJの記述

を見てみると，「おすすめポイントjの名のとおり，美術

館を訪れた人に対してその本を推薦したい理由（表2: 

B「建築の展示を見たあとは，部屋を片付けたくなる人

が多い！はず！ぜんぜん人生ときめかせてください！ J) 

や，その本から受けた印象をそのまま言語化しようとし

たもの（表2:A「ほんわりと暖かい本です」）に加えて，

自分がその本を読みつづけることを断念したことの記述

｛表3:H 「小学生のときに1ページだけ読んで閉じら

れた本です。」）があることに注目したい。

この記述は他者の「正直カード」に影響を受けたもの

であると考えられる。この「正直カードJが記載される

以前，このカードと同様，自分がその本を読み続けるこ

表4：「正直本欄」での本の交換回数

交換者
連続交換回数 交換回数

1回 2回 3回 4回 合計

学生ー学生 3 。 。 。 3 

社会人ー社会人 8 6 2 1 17 

学生ー社会人 6 4 1 3 14 

-142一



読書科学第56巻第3・4号合併号

とを断念したことについて記述した参加者がおり，その

参加者によって記載されたカードが「正直本棚Jのブー

スに掲示されていた。そのカードの「おすすめポイント」

には，「重厚！（がゆえに読破できなかったので，どなた

か読んであげてください。全5巻！）」と書かれていた。

このカードでは，その本を読破できなかった理由を「重

厚！ Jであることに求めることよって，その本の推薦へ

とつなげている。 Hの「正直カードJにも「小学生のと

きに1ページだけ読んで閉じられた本です。Jに続けて，

f下を買う勇気がある方はどうぞもらっていってくださ

い。下しか持っていない方は，これは運命です。持ち帰

るしかないでしょう。」という記述がある。皮肉的なユー

モアを交えたかたちではあるが，自分の読めなかった経

験から，次の誰かに渡すための推薦へとつなげている。

つまり，この「おすすめポイント」は他者の書いたカー

ドによる影響を受けた可能性が高い。

2000年のPISAでは，「本を最後まで読み終えるのは困

難だJに「とてもよくあてはまるJ「どちらかといえばあ

てはまるJと回答した生徒の多さが話題となった。日常

的に読書に親しんでいない生徒にとって， 1冊の本を最

後まで読み通すことは困難である。さらに，「最後まで読

み通さなければならない」というプレッシャーが，本か

ら生徒たちを遠ざける原因にもなりうる。

しかしながら，本を読みはじめたものの，最後まで読

みきれずにあきらめてしまうという事態は，読書が好き

か否かにかかわらず，誰もが経験する60 スキミング

(skimming ；「探し読み」）やスキャニング（scanning;

「あらまし読み」）（以上，邦訳は牧， 2014,p.51）といっ

た読みのストラテジーの存在が端的に示すように， l冊

の本をいつでも，はじめから最後まで読まなければいけ

ないわけでもない。つまり，学校外で営まれる読書活動

において，「読破J「完読J7は読書活動に必須なものでは

なしあくまで，ひとつの読書活動のスタイルなのであ

る。

「正直本棚」は，他者が必要とするかもしれないが，自

分には必要でない本の存在を前提としている。「重厚！

（がゆえに読破できなかったので，どなたか読んであげ

てください。全5巻！）」というコメントに端的に示され

ているように，他の誰かにとっては大きな意義を持つ本

であっても，様々な事情で，自分ではそれを読みこなす

ことができない状況もしばしば生じうる。「正直本棚Jは，

そのような，本の持つ意義の非対称性の上に成り立つプ

ログラムである。あらゆる本の価値が，誰にでも等しかっ

たとしたら，このプログラムは成り立ちえない。自分に

とって不要な本に対して意義を持ちうる他者の存在，お

よぴ，他者が意義を見出せなかった本に意義を見出す自

分の存在があってはじめて，このプログラムは成立する

のである。

Hは，「重厚！（がゆえに読破できなかったので，どな

たか読んであげてください。全5巻！ ) Jと書かれた「正

直カード」に導かれるかたちで，「小学生のときに1ペー

ジだけ読んで閉じられた本」を「正直本欄jに設置した。

Hにとってその本は，完全にその意義を失った本であっ

たと推測される。しかし「重厚！…jと示されたカード

は，彼女に，たとえ自分にとって意義を失った本であっ

ても，誰かがその意義を見出しうるかもしれないという

ことを教えたのではないか。自分が意義を見いだせない

からといって，その本の存在意義がなくなるわけではな

い。前述したように，本来「正直本棚」は本に対する非

対称な見方を前提としている。 Hによるコメントは，彼

女がこの前提を理解し，「正直本棚Jの根底にある実践コ

ミュニティに参加しはじめたことを示唆している。

4 .読書体験をシェアする実賎コミュニティへの

参加②：「本をえらぶワークショップJの事例
から

4. 1.「本をえらぷワークショップjの概要

「本をえらぷワークショップ」の概要は下記のとおりで

ある。

(1）日程： 2013年3月21日（水・祝）

( 2 ）時間： 13: 00-17 : 30 
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( 3）会場：水戸芸術館現代美術ギャラリー内ワ．ーク

ショップ室（仮設喫茶「基礎工事J会場内）

およぴ水戸市立中央図書館内開架書庫

( 4）参加者：仮設喫茶「基礎工事」ボランティア・ス

タッフ5名

( 5）内容：①くじを引いて，「お題」を決定する。

②水戸市立中央岡書館に移動し，「お題」に

沿った本を5冊以上選ぶ。

③水戸芸術館現代美術ギャラリー内の会場

に戻り，選んだ本を参加者同士で紹介す

る。

④選んだ本に絵や文章をつけて，「推薦図書

館jに展示する。

( 6）企画運営：石田喜美（常盤大学），児島千鶴（常盤

大学人間科学部），小泉英理（水戸芸術

館現代美術センター）

本ワークショップは，仮設喫茶「基礎工事Jのボラン

ティア・スタッフに登録し，何度かカフェ・スペース内

のボランティアとして活動していた高校生5名を対象と

して行った。

4.2.「本をえらぶワークショップ」における参加

本ワークショップは，「推薦図書館」の本棚に並べる一

般来場者向けの図書を選ぶための企画のひとつとして位

置付けられていた。すなわち，参加している高校生たち

にとっては，ボランティアとしての「仕事」のひとつで

もあった。

チェインパーズ（2003）は「本を選ぶJことについて

説明するなかで，現職の教師に対しておこなった，本の

「リストづくりjについて報告している（pp.114-119）。

このように「リストづくり」は「手助けする大人」の活

動として行われてきた。本ワークショップの特徴は，「手

助けする大人Jの側で行われてきたこの活動を，ゲーム

的なプロセスを通して，高校生たち自身に体験してもら

うことにある。

はじめに，あらかじめ用意された20の「お題Jに加え，

参加者ひとりひとりに「お題Jを考えてもらい， fお題」

のリストに書き加えた。それをもとに， くじ引きによっ

て「お題Jを決定した。今回は「主人公がイケメン」「お

いしそうな話Jr偉大なる大自然Jr人生山あり谷ありj
「涙が止まらない話Jの5つの「お題jが選ばれた。こ

れらの fお題」をもとに，参加者たちが選んだ本のリス

表5：参加者（ I ）によって作成された本のリスト

お題｜主人公がイケメン

① 末吉暁子，林明子『もりのかくれんぼう』借成社 ⑤ 加来耕ニら『吉田松除と高杉晋作』（コミック版日本

② J ・M・パリー『新訳ピーター・パン』（角川つばさ の歴史13 幕末・維新人物伝）ポプラ社

文庫）アスキー・メディアワークス ⑥ 有川浩『図書館戦争jメディアワークス

③ アンドルー・ラング，エロール・ル・カイン『アラ ⑦ 宗国理『ぽくらの七日開戦争』ポプラ社

ジンと魔法のランプ』ほるぷ出版 ＠伊坂幸太郎『重力ピエロ』新潮社

④ 白州昌子ら『白州次郎』（コロナブックス）平凡社 ⑨ よしもとばなな『Highand dry （はつ恋）』文義春秋

表B：参加者（.J）によって作成された本のリスト
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トの例を以下に示す（表5・表6）。参加者によって選ば

れた本のリストには，ジャンルも対象年齢もさまざまな

本のタイトルが並んでいる。ここから，本ワークショッ

プの参加者が「お題」をもとに本との出会いを広げていっ

た様子をうかがいしることができる。

たとえば，「主人公がイケメン」という「お題」をもと

に本を探したIは，まず自分が初めて出会った「憧れの

人J(2013年3月21日フィールドノートより）である「お

にいちゃんJが出てくる絵本（『もりのかくれんぽう』）

を探す。次に，自分にとっての「イケメン」である「白

州次郎Jと「ピーターパンJに関する本（f白州次郎』『新

訳ピーター・パン.I）を探す。その後，彼女はさらに「主

人公がイケメンJに関する解釈を拡大し，映画・ドラマ

化した際に主人公が「イケメンJだった作品（『吉田松陰

と高杉晋作』『図書館戦争』『重力ピエロ』）を探している。

Iは，図書館内の会場に到着するなりすぐに司書に声を

かけ，この3冊の検索を依頼していた。このようにして

獲得された3冊は，本そのものを含むなんらかのメディ

アによって，「イケメンJという表象が構築されているも

のであった。 Iはここから，さらに想像をふくらませ，

自分がその本を映画化するとしたら，自分が「イケメン」

だと，思う男性俳優をキャストに当てたいと考える作品

川ぽくらの七日開戦争.J）もリストに加えていく。以下

は，選んできた本について Iが他のメンバーに紹介する

場面である。

Iは次に『ぽくらの七日開戦争』を取り出し，こ

の本はみんな個性の強い人たちなんですけど，私か

ら見ると全員が「イケメン」です，と説明する。そ

して，表紙の中央右側の背の高い少年のイラストを

指きしながら「私が一番好きなのは，この人jと言

う。その場にいる参加者，石田，小泉さんが笑う。

Iはさらに，自分がこの本を映画化するとしたら，

この人の配役は伊勢谷友介だと付け加える。

(2013年3月21日フィールドノートより）

このような本探しを続けるなかで， Iは「イケメン」

から自分の「初恋Jへとテーマを移動させていく。その

ような視点から探し出されたのが， rHighand dry （はつ

恋）』である。 Iによれば，『Highand dry （はつ恋）Jは，

こんな恋ができたらいいなぁと思うような関係性が描か

れている本であるということだった（2013年3月21日

フィ－Jレドノートより）。
表6に示したJは，はじめに自分自身がねらっていた

本を探しながらも，平行して，会場の本棚を眺めながら

本探しを行っている様子であった。 Jが当初ねらいを定

めていた本は『センセイの鞄jとf関ヶ原j，そして『娼

年』である。絵本『しろいうさぎとくろいうさぎ』やさ

くらももこのエッセイ『ひとりずもうJ，加藤宗哉『死に

至る恋一情死』については，本欄に並んでいる本を見な

がら，自分自身が幼い頃に読んだ記憶を呼び起こしたり，

その場で本を立ち読みしたりするなかで，「人生山あり谷

ありJという「お題」に沿うと考えられたものと推測さ

れる。

このように，本ワークショップでは，「お題Jをきっか

けに，本を選ぶ活動の幅を広げる機会を提供することが

できた。谷口（2013）は「ピプリオバトル」における「テー

マ」の設定が，「本を選ぶ発想の源」となることを指摘し

ている（谷口， 2013,p.81）。「お題」「テーマJを設定し

て，そこから本を選んだり，それに沿って本を紹介する

活動は，「ピブリオバトル」以外にも，遊ぴやゲームなど

さまざまなかたちで行われている（イベントとして行わ

れている事例については，勝山， 2012を参照）。「リスト

づくり」の活動は，「手助けする大人Jによる活動である

一方で，読書体験の共有を楽しみたい大人の活動でもあ

る。本ワークショップは，「手助けする大人」と読書体験

の共有を楽しみたい人々が共通して行っている活動を，

ボランティアとして参加する高校生に「仕事J＝「手助け

する大人Jの活動として体験させることで，結果的に読

書体験を共有する人々の実践コミュニティへと参入させ

る試みであったといえよう。
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5 .本実践の成果と課題

本実践では，現在，「読書体験をシェアして他者とつな

がるJ（桜井， 2012.p.4）実践コミュニテイが存在するこ

とに着目し，そのようなコミュニティに高校生を中心と

した若者を参入させることを目的としていた。本実践の

成果から知ることができるのは，学校的なリテラシ一実

践8を乗り越えることの可能性である。「青年期のリテラ

シーJ(adolescent literacy）に関する昨今の研究は，学校

でのリテラシ一実践に学校外でのリテラシ一実践の間

にある断絶をどのように乗り越えられるかを議論してい

る（Alvermann& Hinchman, 2012）。この研究潮流は，

長い時間をかけて学習者が学校外で行うリテラシ一実践

の様相を明らかにしてきた。現在は，それら研究の蓄積

を踏まえながら，いかにそれを学校での実践に結ぴつけ

るかを研究の焦点としている。

本稿では， f読書体験をシェアして他者とつながる」リ

テラシー実践が，高校生を中心とした若者に対して，学

校的なリテラシ一実践のオルタナティプを提示するとと

もに，学校／学校外の実践をつなぐ可能性を有すること

を明らかにしてきた。成田（2012）は，学校図書館が様々

な生徒たちの「たまり場Jとなり，そこでの本や人との

出会いの中から，生徒たちがさまざまな活動を発案し実

現する姿を報告している。成田の報告する活動は「読書

体験をシェアして他者とつながるjことを目的とした活

動ばかりではない。しかし，「小説をひとりで読む」といっ

た狭義の読書活動のみを支援するのではなく，部活動と

のコラポレーションや，生徒それぞれが関心ある領域の

なかに本や読書を取り入れることを支援しようとする成

田の試みは，学校外で行われているリテラシ一実践をオ

ルタナティブとして提示している点，そこから学校内外

のリテラシ一実践を架橋しようとする点で，本稿と共通

するものがある。

今後の課題としては，複数のプログラムを連携させる

ことによって，読書活動支援を行うための方策を探究す

ることが挙げられる。本実践では3つのプログラムを実

施してきたが，限定された期間で実施されたこともあり，

プログラム聞の連携を図りながら，ひとつのプログラム

の参加者を他のプログラムへと参加させていくことが困

難であった。 3つのプログラムはそれぞれに，高校生・

大学生たちの読書活動への入り口をつくることには成功

したが，それをさらに展開させ，深めていくためにはさ

らなる工夫が必要である。また、本実践の成果は非常に

限られたものであり，本実践から高校生を対象とした著

者たちへの読書教育や読書支援活動について一般的な結

論を導き出すことは難しい。今後は「読書体験をシェア

して他者とつながる場所」やそのような場所で営まれる

リテラシ一実践が高校生を中心とした若者たちにどのよ

うな点で教育的意義を持ちうるのかを明らかにする必要

カずある。

付記

本実践を行うにあたって，水戸芸術館現代美術セン

ターの小泉英理氏，森山純子氏および常盤大学人間科学

部の児島千鶴氏に多大なる協力を得た。なお，本実践は

すべて，小泉英理氏，児島千鶴氏および筆者の3名で構

成される企画チームにより企画・運営された。本稿で紹

介した実践のうち，「正直本棚」の企画は小泉英理氏の発

案によるものであり，高齢者を主な対象とした「ビブリ

オバトル」は児鳥千鶴氏の発案によるものである。その

他の企画（「本をえらぶワークショップ」および，高齢者

を対象としない「ピブリオバトル」）は筆者発案による企

画である。

本稿を作成するにあたり，図1と図2の写真の掲載に

ついて， 2014年9月13日に水戸芸術館現代美術センター

による了解を得た。

本研究で事例として取り上げた実践は，科学研究費補

助金（研究活動スタート支援，研究代表者：石田喜美，

課題番号 23830064）「現代メディア社会の特質に応じる

メディア・リテラシー教育の学習環境モデルの開発」に

よる研究の一部であり，本研究の分析・考察は科学研究

費補助金（挑戦的萌芽研究，研究代表者：石田喜美，課
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題番号26590239）「『本を選ぶ』活動を支援する読書教育

プログラムの開発jの研究の一部である。なお，本稿の

調査は，常盤大学・常盤短期大学研究倫理委員会による

承認を得て実施されている。

i主

1）東京都内における試みを紹介したものとしては，勝

山 (2012）カまある。

2）実践コミュニティ（communityof practice）とは，

「さまざまな関心や目的をもっ行為者が実践のやり方

をしだいに身につけ，仕事を成しとげていくような社

会的ゲーム（集団）」（田辺， 2003,p.21）を示す。実践

コミュニティは制度的な枠組みを意味せず明確な成員

性によって境界づけられないこともある。「人と人との

相E行為が凝集し活動が組織されている現場をコミュ

ニティと見なすのである。J（同上， p.22)

3）「推薦図書館」とは，仮設喫茶「基礎工事J（水戸芸

術館現代美術センターギャラリー内に設置されたカ

フェ・スペース）の中にあるブック・コーナーの名称

である。通常は，水戸芸術館が所蔵する図書やカタロ

グ，集団貸出し制度を用いてボランティア・スタッフ

らによって近隣の図書館から借りられた図書が並ぶ。

4）「ピブリオバトル」（表1③）については本実践独自

の試みではないため，本稿では報告を割愛する。「ビブ

リオバトル」の実際については谷口（2013）およぴビ

ブリオバトル普及委員会（2013）を参照。

5）「CACギャラリートーカーJの，「CACJとは現代美

術センター（ContemporaryA口Center）の略称である。

「CACギャラ 1）ートーカー」は，水戸芸術館現代美術

センターの市民ボランティアのひとつであり，展覧会

が開催されている週末を中心に，来館者のための作品

鑑賞ツアーを実施している。

6）例えば財津（2011）は「いまあまり本を読む習慣の

ない人のために，簡単に読書癖をつけるコツJとして，

「1.おもしろくなければ，途中で本を閉じる。」「2.

飛ばし読み上等。」「3.アウトプットしよう。Jの3点

を挙げている（p.238）。

7）「完説jとは，本をすべて読み終えたことを示すイン

ターネット・スラングである。近年では「マンガで完

読」シリーズ（日本文芸社）など，一般に使われる用

語となりつつある。

8）リテラシ一実践 (literacypractice）とは，書きこと

ばが参加者の相互行為や解釈プロセスの中で用いられ

る状況(literacyevent）のみならず，その状況に対する

考え方や信念，先入見などを意味する（Street,1993, 

pp.12-13）。以下，「実践Jとは書きことばを用いる状況

に対する価値観を含むものとし，「活動」と区別する。
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